
小学校体育授業の陸上運動における学習評価 に関す る一考察

一6年 生 の体 育授 業(ハ ー ドル 走)に お け るイ ン ター バ ル の リズ ム を 中 心 に 一

中西 紘士1

要約

ハ ー ドル走 は,途 中に障 害 を ク リア して 走 る とい う特性 上,個 人の体 格 や 走 力に よ り,50mを 走 る

時間 の記録 が大 き く異 な って く る。そ こで本 単元 で は,個 人 の50m走 の記 録 と50mハ ー ドル 走(5台)

の記録 の差 を 得点化 し,児 童 の 目標 とす る とと もに学 習評 価 の 基準 と して用 いた。 本 時 まで の最 高記

録 と,本 時 に測 定 した記 録 を比較 した ところ,50m走 の記 録 上位 群(7.0～8.3秒)の 児童 のハ ー ドル

走の記 録 の平 均 の伸 び は1.1秒,記 録 中位群(8.4～8.7秒)の 児童 のハ ー ドル 走の 記録 の 平均 の伸 び は

0.6秒,記 録 下位群(8.8～10.3秒)の 児童 の ハー ドル 走 の記 録 の平 均 の伸 び は1.2秒 だ っ た。記 録 中位

群 の伸 び は あ ま り見 られ なか ったが,記 録 上位 群 よ り も記 録 下位 群 の伸 び の方 が 大 きか った。イ ン ター

バル の リズムに焦 点 を 当て る こ とで,走 力 の あ る児童 も走力 の あ ま りない 児童 も 自分の記録 を伸 ばす

喜 び を味 わ えた こ とがわ か る。

キー ワー ド:体 育授 業,ハ ー ドル 走,イ ン ターバ ル,リ ズ ム,小 学校6年 生

1.は じめ に

陸上運動は,リ レーを除いた多 くの種 目において個人で運動す る種 目である。 どの種 目において も,

タイムや距離はそのまま個人の記録 として明確に示され る。 とい うことは,陸 上運動が得意な児童に

とってみれば記録の達成感が味わ える楽 しい学習 にな り,不 得意な児童に とってみれ ば記録が相 対的

に良くな く,楽 しくない学習にな りがちになるといえる.し か し,逆 に とらえると,一 人一人の運動

技能が曖昧になることな く,記録 として明 らかになることこそ陸上競技の良 さだ とい う二ともできる。

そ こで,体 育科の学習で陸 上運動を指導す る場合,そ の学習成 果を,他 の児童の記録 と速 さを比較す

る相対的 な基準ではなく,個 人個人の伸びを基準 として評価を していくことで,全 員が達成感 を味わ

える学習 にすることができると考 えた。 また,個 人種 目である陸上運動 を,小 集団で練習す ることに

より,小 集団の中で個人の記録 を伸ばすために,多 くの友だちとかかわ りを持 ち,教 え合い,は げま

しあいなが ら学習を進めていけるのではないか と考えた。
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2.単 元計画 の作成

2.1.ハ ー ドル 走 で教 え るべ き内容

ハ ー ドル走 の学 習 で は,イ ン ター バル を リズ ミカル に走 る こ とが,習 得 す べ き内容 と して考 え られ

る。 そ こで,小 学 校6年 生 のハ ー ドル走 の 学習 にお い て,リ ズ ミカル に イ ン ター バル を走 り抜 け る と

い うこ とを,全 員 の児 童 に身 につ け させ た い と考 え,本 単元 を計 画 した。

実 は,こ の 単元 に入 る前 に,児 童 は2つ の 単元 を学 習 して い る。 まず,「 リズ ミカル な助 走 か ら踏

み切 る技 能 」 を身 につ け させ るた め に,走 り幅跳 び(6時 間 単元:第5学 年)を 学習 した。 そ の際 に

は,第1ハ ー ドル まで,ほ とん どの児童 が9歩 か ら10歩 で踏 み切 る こ とか ら,助 走 を9歩 に限定 し,

リズ ミカル な助 走 か らの踏 み切 り動 作 に焦 点 を 当て た学習 を した。 この単元 で は,リ ズ ミカル な助 走

か ら,決 まった 足 で踏 み切 る とい う技術 を獲 得 させ る こ とが で きた。

次 に,ハ ー ドル 走 の大切 なポイ ン トとな る,「 第1ハ ー ドル へ の入 り」 を身 につ け るた めに,2台 目,

4台 目のハー ドル を低 く して,ス ピー ドに乗 ってハ ー ドル を走 り越 える技術 に焦 点 を あて たハ ー ドル

走(6時 間単 元:第5学 年)を 学 習 した。50mハ ー ドル を走 る問 に,第1ハ ー ドル へ の入 りと同 じス

ピー ドで のハ ー ドル ク リア ラ ンス を3台 目 と5台 目のハ ー ドル と合 わせ て3回 経 験 で きる こ とで,ス

ピー ドを落 とさない第1ハ ー ドル へ の入 りの 技術 の習 得 を意 図 した 。 は じめ はな か なか3歩 の リズ ム

が っか め なか った子 ども も,回 数 を重 ね るご とに少 しず つ上 達 してい き,ス ピー ドに乗 ってハ ー ドル

を走 り越 え る とい う感 覚 をた くさん経験 した。

2.2.指 導 目標 と指導計画

2.2.1ハ ー ドル走で学習する内容に応 じた学習課題の設定

ハー ドル走は,体 格や走力に応 じてイ ンターバルの距離を
表1ハ ー ドル走 得点表

得点

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

50m走 との差

0.9秒 以 下

1.0～1.2

1.2～1.4

1.4～1.6

1.6～1.8

1.8～2.0

2.0～2.2

2.2～2.4

2.4～2.6

2.6以 上

変更 し,自 己の記録 の伸びや 目標 とす る記録の到達を 目指 し,

ハー ドル を リズ ミカル に走 り超 えることができることを内容

としている。 ハー ドル走は,途 中にある障害をク リア して走

る とい う特性 上,個 人 の体格や走力によ り,記 録が大 きく異

なって くる。 一般的に,体 格 の大きい児童や走力のある児童

の記録は良くなって くる。 しか し,体 格の小 さな児童や走力

のあま りない児童 にも障害を越 えて走 り抜ける楽 しさや記録

を達成す る喜びを味わってほ しいと考 えた。 そこで本単元で

は,個 人の50m走 の記録 と50mハ ー ドル走(5台)の 記録

の差 を得 点化 した(表1)。 体格 や走力 に関わ らず,自 分 の

50m走 の記録に どれ だけ近づ くことがで きるかを 目標 にす る

ことで,全 員が自分 の目標に挑戦す ることができると考えた。

また,個 人で取 り組 むのではな く,5～6人 で一つのグルー

プを作 り,グ ループ内のメンバーの合計得点 を競 うとい う形 に した。 そ うす ることで,グ ループ内で

グループ得点を高 めるためにお互いに教 え合った り,励 ま し合った りして学習に取 り組んでいくこと

ができると考えた。
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ハー ドル を リズ ミカルに走 り越 えることができるためには,い つ も決 まった足で踏み切ることが大

切になって くる。児童 は自分の体格や走力に合わせ,適 切なイ ンターバルの距離を選択 した り,ハ ー

ドル を走 り越 えるときに上体 を前傾 させて スピー ドを落 とさない走 り越 し方を見つけた りする ことが

必要になる。

図1場 の設定

そ こで,今 回 はイ ン ターバ ル を5.5m,6m,6.5m,7mの4種 類 設 定 した(図1)。 その 際,イ ン

ターバ ル別 の レー ン設 定 にす るの では な く,グ ル ー プ ご とに1レ ー ンを与 え,走 る児 童 に応 じて イ ン

ター バ ル を変 更す る こ とが で きる よ うに,イ ン ター バ ル別 に決 めた 色 の ビブ スを 着 させ,さ らにそれ

と同 じ色の ライ ンを レー ン上 に 引 き,ハ ー ドル の位 置 を示 した。 ス ター トす る児 童 に 合わせ て 自分 た

ち で レー ン設 定 を して い くこ とで,本 当に その イ ン ターバ ル がそ の児 童 に合 っ て い るのか を確認 しな

が ら学習 を深 めて い く こ とが で きる と考 えた か らで あ る。

さ らに,陸 上運 動 や器 械 運動 な どで,動 きの改 善 の た めに重 要 にな っ て くる情報 は,自 分 の動 きの

フ ィー ドバ ック情 報 で あ る。 自分 自身 が どの よ うな 動 き を してい るか を,客 観 的 に意 識す る こ とが で

きな けれ ば,動 きの 質 を高 め てい くこ とはで きに くい。 そ こで,本 単 元で は,動 きの フ ィー ドバ ック

情報 を与 え るた めに,2つ の手 だ て を行 った。

1つ め は,グ ル ー プ 内 で の 見 合 い活 動 で あ る。

子 どもた ち に,ハ ー ドリン グの 見本 とな る連 続 写

真 の ワー ク シー ト(図2)を 配 布 し,学 習 して い

くに応 じて,抜 き足や リー ド足 な どの視 点 で教 え

合 い を行 った,そ の 際,後 で詳 しく述 べ るが よ り

具体 的 に情 報 を フ ィー ドバ ックで き る よ うに 頭

の位 置 チ ェ ッ クシー トや マー カー を利用 した踏 切

位 置 の確 認,さ らに踏 切 足 に印 を付 け る な ど,運

動 経過 の 情報 が 可視 化 ・得点 化 で き る よ うな教 具

を活 用 した。

2つ め は,自 分 自身 で の動 き の確認 で あ る。 情

図2児 童に配布 したワークシー ト

報機 器 を活用 して,運 動 の20秒 後 に 自分 の動 き を見 る こ とが で き る コーナ ー を設 けた。 また,頭 の

位 置 チ ェ ックシー トで頭 の位 置 がぶれ てい る こ とが 分 か った児 童 に は,そ の コーナ ー でハ ー ドリン グ

を して,自 分 で 自分 の 動 き を確 認 し修 正す る学 習 を行 っ た。 この2つ の 手だ て につ い ては,後 ほ ど単
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元の展開のところで詳 しく述べ る。

2.2.2.単 元の 目標

以上の,「 ハー ドル走」についての教材解釈 をもとに,本 単元の 目標 を,「友達 と励ま し,協 力 した

り,場 や用具の安全に気を配った りしなが ら,進 んで楽 しく運動 に取 り組 も うとす る。」 「めあてを達

成す るために,自 分に合ったインターバル を選択 した り運動 の仕方 を工夫 した りできるよ うにす る。」

「ハー ドルのイ ンターバルを リズ ミカル に走ることができる。」 と設定 した。

まず,ハ ー ドル走では,全 力疾走をする レーン上に障害がある とい う特殊 な状況設定があることか

ら,安 全に気をつけた用具の使 い方や場の設定な どへの意識 を高めてい く必要がある。 また,自 分の

ことだけでな く,小 集団で運動 を練習す ることか ら,レ ーン設定や記録の計測な どお互いに協力 した

り,励 ま し合った りしながら,記 録 の挑戦 を楽 しんで学習 を進 めていけるよ うに したい と考 えた。

次に,ハ ー ドル走では,体 格 に応 じて適切なハー ドル間のイ ンターバルの距離が異なって くる。 そ

のため,自 分の体格や走力 に応 じたインターバル を選択することのできる力をつけていきたい と考え

た。 その際 に,運 動を してい る自分 自身では適切 な選択ができない場合で も,小 集団で取 り組む こと

によ り,お 互いにア ドバイスをしなが ら適切なイ ンターバル の選択 をす ることができると考えた。 ま

た,そ れぞれの課題 に応 じて練習方法を工夫 した りア ドバイス した りしてお互いに高 め合 うこともね

らい と設定 した。

そ して,小 学校段階における最終 目標 として,イ ンターバルを リズ ミカルに走ることができること

を技術 の 目標 と設定 した。 リズ ミカル に走 ることができるとい うことは,障 害のない50m走 のタイ

ムに近いタイムで走ることができるかど うかで評価す ることができると考 えた。

2.2.3.単 元の 展 開(全8時 間)

全8時 間の単 元 の計 画 を示 した ものが表2で あ る。

表2単 元計画(全8時 間)

時

内容

1

ハー ドル走

の約束や学

習 の進 め方

を知 り,進

んで運動 に

取 り組む。

2

ス ピー ドに

乗 ってハー

ドル を走 り

越すた めの

ポイ ン トを

理 解 す る。

(踏 み 切 り

足 ・踏 み切

り位置)

3

ス ピー ドに

乗 ってハー

ドル を走 り

越すための

上体の姿勢

について理

解す る。

4・5

ス ピー ドに

乗 って ハ ー

ドル を 走 り

越 す た め

の,足 の運

び 方 につ い

て知 る。

6(本 時)

イ ン ターバ

ル の リズ ム

を 知 り,リ

ズ ミカル に

イ ンター バ

ル を 走 る

こ とが で き

る。

7

自分や友達

の課題に応

じた練習方

法を工夫す

る 。

8

リズ ミカ ル

に,ハ ー ド

ル を走 り越

す こ とが で

き る。

第1時 では,ハ ー ドル走を学習す る上で大切な用具の使い方や安全面での注意,そ して,グ ループ

学習をす る際のポイ ン トについて説明を した。用具の使 い方については,ハ ー ドルを走 り越 える向き

は必ず守 ることを約束 した。学習の進 め方については,グ ループ ごとにタイムを測定する時間を毎時
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間設 定 して い るた め,ス ター トの合 図 の仕方 や ス トップ ウォ ッチ の使 い方 の説 明 を した。 そ の際 に は,

50m走 の タイ ム の計 測 を教 師 と児 童 が と もに行 い,記 録 の 誤 差 が で き るだ け で ない よ うにす る こ と

を確認 して い った。 また,ハ ー ドル のイ ン ターバ ル を グル ープ ご とに設 定 してい くため に,児 童 の役

割 と して,走 る児童,ス ター トの合 図 をす る児童,タ イ ム を測 定す る児 童,ハ ー ドル の横 で 走 る児童

の様 子 を観 察す る児 童 の4つ を確 認 した。

第2時 で は,5年 生 で の学 習 を復 習 しな が ら,ス ピー ドに 乗 っ

てハ ー ドル を走 り越 す た め の ポイ ン トにつ い て学 習 を した。 そ の

際 に は,1台 目まで の 歩 数 が決 まっ てい る こ とや,踏 み 切 り足 を

固 定す る こ と,踏 み 切 り位 置 が ハー ドル よ りもで き るだ け前 方 の

遠 い ところ に あ る こ とを確認 し,お 互 い に教 え合 い を行 った。 踏

み 切 り足 につ いて は,そ れ ぞ れ の児 童 に よっ て違 うた め,だ れ が

見 て もわか る よ うに,足 に印 を付 けた(図3)。 踏 み 切 り位 置 に つ

い ては,ハ ー ドル の横 で観 察 してい る児 童 が,踏 み 切 り位置 にマ ー
図3踏 み切 り足 を示す印

カー を置き,グ ループ内で どの くらい遠 くか ら踏み切れ るかに挑戦 しなが ら練習を行 った。

図4頭 の位置 チェックシー ト

で得点化

図5頭 の位置チ ェックシー ト*左 の数字が得点

第3時 では,ス ピー ドに乗 っ てハ ー ドル を走 り越 す た め の上 体 の姿 勢 に焦 点 を 当てて 学習 を した。

上体 を前 傾 して ハー ドル を走 り越 す こ とで,ス ピー ドを落 とさず にハー ドリン グをす る こ とが で き る。

そ こで,上 体 が 前傾 して い るか ど うか を チ ェ ックす るた め,ゴ ール の位 置 か ら走 って い る児 童 の頭 の

位 置 が どの よ うに変 化 して い るの か を確 認 した(図4)。 そ の 際 に は,数 値 化 して チ ェ ックが で き る

よ うに,透 明 な シー トに線 を引 いた もの(図5)を 用 い,

頭 の位 置 が 走 っ て い る時 とハ ー ドリン グ の時 で,ど の

く らい 上 下 して い る か を 得 点化 で き る よ うに し,お 互

い に 評 価 し合 い な が ら練 習 を進 め た。 さ らに,頭 の 位

置 が 」上下して しま う児童 に は,自 分 の ハ ー ドリン グが

どの よ うに な っ て い る か を視 覚 的 に と らえ る こ とが で

き るよ うに,自 分 の動 き を20秒 後 に 見 る こ とが で き る

「スポ ー ツ ミラー」 とい うICTを 活 用 して,チ ェ ッ ク

が で き る よ うな コー スを設 定 した(図6)。 自分 の動 き

を実 際 に 自分 の 目で 確認 す る こ とで,イ メー ジ と実 際

図6自 分の動作 を自分で確認

の動きをす りあわせることができる。児童は,事 前に配布 しているワークシー トの連続 写真 と自分の

ハー ドリングを比較 して,頭 の位置が上下に動いていることや踏み切 り位置が近い ことな ど動 きの課

133



題 を認識 し,次 の練習へ と生か してい くことができた。

4・5時 間 目には,ハ ー ドリングの技術 としての抜 き足の運び について学習 を した。抜 き足の技術

を身 につけていない と,ハ ー ドルに足が引っかか り危険である。 また,抜 き足がいわゆる縦抜 きとい

う状態でハー ドリングを行 うと,ど うしてもハー ドル を高 く越えてい く結果 となるため,正 しい抜 き

足がイ ンターバル を リズ ミカル に走るために必要な技術だ と考えた。 そのため,本 単元では,2時 間

扱 い とし,技 術 を高めてい くための練習を行った。練習す る際には,次 の2つ の視点で観察 させなが

ら学習を深めさせ た。1つ めは,ゴ ール の位置か らの抜 き足の膝の観察である。ハー ドルの抜 き足では,

膝 を外に開かなくてはな らない。そのため,ゴ ール位置か らハー ドリングを観察 し,抜 き足の膝の位

置が腰の下ではなく,体 の外側に出てい るかど うか を観察 させ た。2つ めは,ハ ー ドルの横 で抜き足

のつま先が外側 を向いてい るかを観察 させた。つま先が下を向いているとい くら膝 を外 に開いて もつ

ま先がハー ドル に触れて しまい,う まくハー ドルを走 り越せない。ハー ドリングを してい る真横 でつ

ま先の位置を確認 させ,観 察 している児童 と走っている児童の間でお互いにア ドバイスを しなが ら練

習をさせていった。

6時 間 目の本時については,後 ほ ど詳 しく述べ るので省略す る。

7時 間 目は,今 まで学習 したことを想起 し,そ れぞれ の課題 に応 じて練習方法 を選択 し,タ イムを

よ り50m走 の タイムへ と近づけてい くグループ学習に した。 この時間でイ ンターバル を伸 ば した り,

よりリズ ミカルな疾走へ と近づけてい く児童がた くさん現れ た。

8時 間 目は,最 終の記録会 として,今 までは児童が測定 していた記録 を正式 に教師が測定 し,個 人

内の50m走 の記録 との差で得点 を出 し,リ ズ ミカル にイ ンターバル を走 ることがで きてい るかを確

認 していった。また,グ ループの平均得点 も計算 し,ど のグループが得点を伸ばす ことができたのか

も確認 した。

3.6時 間 目の授 業の実 際

表2に お け る5時 間 目ま で の学習 を行 った結 果,ほ とん どの児童 が抜 き足 の技 術 を獲 得 し,自 分 に

合 った イ ン ターバ ル を見 つ け る こ とが で きた。 そ こで,6時 間 目の 目標 を 『イ ンター バル の リズ ムを

知 り,リ ズ ミカル にイ ンター バル を走 る こ とが で き る。』 と設 定 した。 イ ンター バ ル を3歩 の リズ ム

で走 る こ とがで き る とい うこ とは,50mハ ー ドル の ゴー ル まで の歩 数 が 毎 回決 ま って い る とい うこ

とで あ る。 た とえ ば,第1ハ ー ドル まで を8歩,そ れ ぞれ のハ ー ドル 間 のイ ンターバ ル を3歩 ,最 終

ハ ー ドル か らゴー ル ま でが7歩 とす る と,第1ハ ー ドル まで,イ ン ターバ ル,最 終ハ ー ドル か らゴー

ル の3つ の 区間 をで き るだ け速 く走 る こ とが ,タ イ ム を縮 め る こ とにつ なが る。 こ こでは,3つ の 区

間の 中で も一番 長 い 区間 で あ る,イ ンターバ ル を リズ ミカル に速 く走 るこ とで,ハ ー ドル 走 の タイ ム

を縮 めて い く こ とをね らい と した。

3.1.授 業 の実 際

それ で は,学 習過 程 に沿 って授 業 の実際 を考 察す る。

3.1.1.ハ ー ドル 間の イ ンター バル 走 の リズム を知 る。

前時 ま で に学 習 してい る 内容 を振 り返 り(図7),本 時 の課題 をつ か ませ た。1台 目で決 ま った 足で
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踏み切 ることや抜 き足のポイ ン トな どを確認 した後,ス

ムー ズに走 り越 している児童数名の動 きとスムー ズでは

ない教師の動きを見せて比較 させた。本時では,動 きの

動作よ りも,走 り抜 ける 『リズム』に焦点 を当てて学習

を進 めてい くた めに,1度 目で見て比較 した後,目 を閉

じて 『音』で比較す る時間を設 けた。

児童に 目で見て比較 をさせ ると,ど うして も動 きに視

点がいって しまい,本 時で 目指 している リズムになかな

か意識が向かなかった。 そこで,児 童に 目を閉 じさせて

情報 を 『音』 に特化す るこ とで,教 師の動 きで は,『 タ

ンタンタンタン』となっているのに対 し,スムー ズなバー

図7前 時までの学習内容の振 り返 り

ドリン グの児 童 のイ ン ター バル の リズム が 『タ タン タン タン』 となっ てい る ことに気 づ くこ とが で き

た、,そ こで,『 イ ン ター バル を 「タ タン タ ン タン」 とい う リズ ムで 走 ろ う』 とい う本 時 で学 習 して い

く共 通 の課題 を設 定 してい く こ とが で きた。 しか し,な ぜ 『タ タン』 と速 くな って い るのか につ いて

児童 が 『音』 だ けで 理解 す る ことはで きない。 そ こで,改 めて児 童 に教 師 の動 き とスムー ズ に走 り越

してい る児童 の動 き を視 覚 的 に比 較 させ る こ とで,抜 き足 の動 作 が ハ ー ドル を越 え る前 の 空 中 で始

ま って い るこ とに気 づかせ る こ とが で きた。

3.1.2.グ ルー プで リズ ミカル に走 る練 習 をす る。

まず は,全 員が イ ン ター バル の リズ ムを理解 す る こ とが で きたか を確認 す る必要 が あ った。 そ こで,

は じめ は全 員が手 拍 子 で リズ ム を とる活 動 をお こな った。 足 で リズム を とる よ りも,手 で リズム を と

る方 が簡 単 で,数 回練 習 を して い く うちに 全員 が リズム をた た く こ とが で きる よ うにな った。

そ こで,次 は,実 際 に走 っ てい る児童 のハー ドリン グの動 き に合 わせ て リズ ム を刻 む活 動 をお こな っ

た、、そ の際 最 初 か ら50mの ハ ー ドル 走 を行 うの では な く,ま ず は,3台 ま で のハ ー ドリン グで リ

ズ ミカル に 走 る活 動 を行 った。 それ ぞれ のハ ー ドル に グル ー プ の児童 が一 人ず つつ い てハ ー ドリン グ

を確 認 してい っ た。 見 て い る児童 は,走 っ てい る児 童 に 聞 こえ る よ うに手拍 子 や 声 か け をお こな い,

運 動 を して い る児 童 に も,周 りで 見て い る児童 に も リズム を意識 させ た。他 の児童 のハ ー ドリン グを

見 てい る時 に リズ ム を意 識 させ る こ とに よ り,自 分 が走 る ときに も リズム を意識 して 走 る こ とが で き

るよ うにな った と考 える。 ま た,ハ ー ドル を跳 び 越 した 後 の1歩 目と2歩 目の リズ ムが速 くな る とい

うこ とは,1歩 目 と2歩 目の接 地す る位 置 が近 くな って い る こ とを意 味す る。 そ こで,ハ ー ドル の横

で観 察 して い る児童 が マー カ ー を持 ち,走 って い る児童 の1歩 目 と2歩 目の位 置 にマ ー カー を置 くこ

とで,抜 き足動 作 の着地 まで の速 さに着 目させ る こ とが で きた。

さ らに,運 動 して い る児童 に合 わせ て手拍 子 す る こ とが で きた ら,次 は,運 動 を して い る児 童 よ りも

少 し速 い リズ ムで手 拍子 を させ た。 運 動 を して い る児童 に は,そ の手拍 子 に合 わせ て 走 り抜 こ うとア

ドバ イ ス を した。 そ の結 果,児 童 た ちは よ り速 いイ ン ターバ ル の疾 走 へ と自分 た ち のめ あて をっ な げ

て い く こ とがで きた。
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4.ま と め

本 時 ま で の最 高 記 録 と,本 時 に 測 定

した記 録 を比較 した とこ ろ,50m走 の

記 録 上 位 群(7.0～8.3秒)の 児 童 の 記

録 の 平 均 の 伸 び は1.1秒,記 録 中位 群

(8.4～8.7秒)の 児 童 の 記 録 の 平均 の 伸

び は0。6秒,記 録 下位 群(8.8～10.3秒)

表3前 時までと本時の記録の差

上位群

中位群

下位群

前時まで

11.0

115

12.9

本時

9.9

10.9

11.7

記録の差

1.1

0.6

1.2

の児童の記録の平均の伸び は1.2秒 だった(表3)。 記録 中位群

の伸びはあま り見 られなかったが,記 録上位群 よ りも記録下位

群 の伸びの方が大きかった。 リズムに焦点 を当てることで,走

力のある児童 も走力のあま りない児童 も 自分の記録 を伸 ばす喜

びを味わえたことがわか る。

今回,ハ ー ドルの学習 をす るに当たって,ハ ー ドリングの技

術 ではな く,イ ンターバル を走る リズムに焦点を当てて学習を

した。ハー ドリングの技術は もちろん大切である。 リー ド足や

抜き足の抜き方な ど,し っか りとした技術を身につ けることで,

ハー ドル の 「痛い」「怖 い」 とい う概念 を和 らげ ることができ

ると考えている。

しか し,ハ ー ドリングの技術 がい くら上達 しても,ス ピー ド

に乗 って走 りなが らハー ドリングができなけれ ば,ハ ー ドル の

楽 しさを味わ うことができない と考 えている。児童の記録の推

移 か らみても,ハ ー ドリングの技術を練習 してい る学習の時に

は,そ れ ほ ど記録の伸びは見 られない。 しか し,イ ンターバル

の リズムに焦点 を当てて学習す るこ とで,「 よ り速 く」 とい う

意識が 自然 と児童の中に生 まれ るものだ と考える。また,「速 さ」

図8遠 い地点か らの踏み切 り

図9着 地後の第1歩 の前傾姿勢

を 「音」に変 えることで,イ ンターバルの リズムが児童 にも認識 しやす くな り,お 互いにア ドバイス

し合 うことができた ことにつながったのではないか と思 う。

運動が得意な児童だけが活躍す るのではな く,全 員 がかかわ り合いなが ら技術 を高め,活 躍するこ

とができる授業作 りを今後 も目指 していきたい。
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